
５．木更津港への要請と課題及び今後の検討方針 
 
５－１ 各地区の整備状況及びポテンシャル 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○木更津駅から約700ｍの距離にある 

○静穏水域が確保されている 

○吾妻地区北側は漁業基地となっている 

○木更津市（海岸５ヶ所）に訪れる潮干狩り客は年間約30万人である 

○中の島公園は市民の憩いの場として利用されている 

○鳥居崎海浜公園と中の島公園を結ぶ「中の島大橋」があり、潮干狩り客はこの橋を渡り潮干狩りに行く 

○毎年8月に「木更津港まつり花火大会」が開催されており、約25万人の人出で賑わっている 

○首都圏への砂利・砂の供給基地となっている 

○水深12ｍの大型バースが２バース連続で整備されている 

○物流コストの削減を図るため「木更津港湾物流効率化特区」が指定されている 

○利用転換が可能な広大な木材水面整理場及び貯木場の水面がある 

○賑わいの核となる大規模商業施設の立地が計画されている。 

○水深7.5ｍの岸壁が２バース整備されており、うち１バースは耐震強化岸壁である 

○総合静脈物流拠点港(リサイクルポート)に指定されており、環境産業企業が立地している 

○背後には広大な工業用地が整備されており、すでに94％が売却済み（平成20年8月現在）である。 

吾妻地区 

木更津南部地区 

富津地区 
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吾妻地区

木更津南部地区

１．来訪者の憩いの場の整備

２．緑地等の整備

３．ガット船の収容

多くの潮干狩り客が訪れている

中の島公園（都市公園）
鳥居崎海浜公園（都市公園）

吾妻地区物揚場を使用(老朽化による使用制限)
休日には30隻程度係留

○賑わい・潤いのあるウォーターフロント施設の

　不足 

○施設の老朽化
○公共投資の縮減
○ガット船、交通船、漁船の輻輳

検討項目 現 状 要請と課題等

○交流拠点用地2.2ha
・フィッシャーマンズワーフ、商業施設、
　駐車場等

既定計画での計画内容 検討方針

①交流厚生用地の検討

②旅客船埠頭の再検討

③港に訪れた人々が憩い・楽しめる緑地の
整備

④-1 交通船等の収容施設検討

４．木材取扱施設用地の拡充

８．水面整理場の活用

９．水面貯木場の活用

○木材取扱貨物量の増加(輸入)

　(H13：34千ﾄﾝ⇒H19：91千ﾄﾝ)

○木更津ふ頭G･Ｈ岸壁での取扱貨物量は50千ﾄﾝ

○木更津ふ頭G･Ｈ岸壁は原木のほか、鉄鋼等の

貨物を取り扱っている

○水面整理場として使用

○水面貯木場として使用

○埠頭用地・港湾関連用地(燻蒸用）の不足

○ガット船の収容

○港湾関連用地、工業用地、緑地

⑤埠頭の効率的・効果的な利用
・大型岸壁を利用する貨物の見通し等をもとに

、埠頭別貨物の利用調整及び新規岸壁の
整備

⑦埋立計画中止による水域利用計画の変更
（小型船だまり計画見直しによるガット船収容

施設の検討）

⑧-1 埋立計画中止による水面の利活用
⑧-2 埋立計画中止による土地利用計 画の変

更(未分譲地）
⑧-3 将来構 想( 海洋性 レクリエーショ ンゾ

ーン)に向けた公共用地の確保

富津地区 １０．公共埠頭の利用促進

○取扱貨物量が少ない

（石炭製品・砂利砂等248千ﾄﾝ）

○背後の工業用地94％売却済み(H20.8現在)

○公共埠頭を利用する新たな貨物の発掘

吾妻地区
木更津南部地区

富津地区

１１．放置艇の収容

１２．大規模地震対策

○木更津港内には680隻のプレジャーボートが保

管･係留されており､うち478隻は不法係留(H19)

○水域占用許可により､中の島地先に66隻､潮見地

  先に136隻が係留

○公共投資の縮減等により大規模な整備(投資)は困

難

○吾妻地区マリーナに240隻収容

○潮浜船だまりに190隻収容

○新富船だまりに60隻収容

⑩-1 マリーナ計画の見直し
⑩-2 既存施設の活用
⑩-3 有効スペースを活用したボートパーク等

の整備
⑩-4 ビジターバースの検討

○富津ふ頭F岸壁(-7.5)を耐震バースとして整備
○吾妻地区旅客船ふ頭を耐震強化岸

　壁として計画
⑪耐震強化岸壁配置の再検討

⑨貨物増加に向けた取り組みの強化

○旅客船ふ頭(-4ｍ)200ｍ

○水面整理場に集約

○原木貨物は木更津ふ頭G・H岸壁(-12ｍ)を
  利用

④-2 ガット船収容先の検討

○緑地11.5ha

・既設2.8ha、工事中4.0ha、計画4.7ha

５．鉄鋼貨物の増加

６．新規貨物への対応

○特区の適用による公共岸壁の利用増加(H19)

○中古自動車の輸出が開始

   (平成20年8月20日第１船入港）

○荷役の効率化

○埠頭用地・港湾関連用地の確保

７．砂利･砂取扱岸壁の再編･増深

○木更津港取扱貨物量(公共：H19)の約90％が

砂利・砂貨物

○平成19年は羽田拡張工事に伴い急増

○木更津G岸壁以外は全て砂利･砂貨物の取り扱

　いがある

○施設の老朽化

○水深の不足

○飛砂対策
○木更津物揚場(-4.0ｍ)を(-5.5ｍ)に増深 ⑥現計画の早期着工(木更津物揚場)

５－２ 各地区への要請と課題及び今後の検討方針 
 
  現在の木更津港の利用状況、利用者からの要望及び今後再整備を行う上での問題点・課題を整理すると以下のとおりである。 
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富津地区

⑨貨物増加に向けた取り組みの強化

⑩-3 有効スペースを活用した
ボートパーク等の整備

 

木更津港への要請と課題を踏まえた今後の検討方針 
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